
国立大学法人兵庫教育大学教材文化資料館2025年度後期展

開館日時は附属図書館に準じます。
ご来館の際は図書館ホームページをご覧ください。

個性のいきる作品と個性をいかす教育
教材文化資料館は附属図書館のなかにある小さな展示室です。
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虹の輝く森のイノシシ / 水野陽太



監修：宇野 宏幸 教授　　協力：NPO 法人がっせぇアート　神戸大学附属特別支援学校　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団出石精和園

わたしのりんご / 神戸大学附属特別支援学校生徒作品

いろんなあじのパン / 田村愛優

〒673-1494 兵庫県加東市下久米942-1

TEL:0795-44-2362 （平日 9:00-17:00）

FAX:0795-44-2364

ＨＰ:https://www.hyogo-u.ac.jp/museum

お問合せ

車　：中国自動車道滝野社ICから約15分

バス：JR三宮駅・明石駅・姫路駅から神姫バス「社営業所」乗り換え「兵庫教育大学前」下車

電車：JR加古川線「社町駅」から神姫バス「兵庫教育大学前」下車

※教材文化資料館は附属図書館内に附設されています。

「ふつう」って何だろう？
今回の展示では、美術作品を通してこの問いに挑んでいます。

作品は「障害」のある人の創作・表現を支援する活動や特別支援学校の美術授業から生まれ

ました。

これら作品からあふれ出て来るのは、作者自身がもっている「価値」であるように思えます。

「ふつう」になっていくことではないのです。作者それぞれが「とくべつ」な存在です。

紹介されている特別支援学校では「とくべつ」を開花してもらえるように授業を展開して

います。授業を見ていると、教育の本質が児童・生徒がもっている可能性を引き出して伸ばす

ことにある、と気づかされます。

作品をじっと見ていると「とくべつ」が「ふつう」を揺らしている、ような気もしてきます。

作者自身の「価値」を発見するためには、ただ純粋に作品に向き合えばよいのだろうと思い

ます。ただ、それだけです。

「ふつう」と「とくべつ」。それは、私たちの心にある境界線に過ぎません。

発達障害支援実践コース教授　宇野 宏幸

ごあいさつ

Instagram

アクセス

国立大学法人兵庫教育大学教材文化資料館2025年度後期展

個性のいきる作品と個性をいかす教育　　　2025.10.1【水】 - 2026.2.15【日】

クラゲだ！ウフフッ！/ 茨木朝日

グレーハウンド / 世登寛二

無題 / 福田藤男

浮き輪シュート / 神戸大学附属特別支援学校生徒作品

よぞらにひかる花/ 宮本貴則


